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南々空知地域ロングステイ型移住ビジョン策定委員会
第2回委員会討議資料

委員会提言（素案）

平成19年2月21日

資料７
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０．提言の構成

【１】
南々空知地域の
コンセプト

②都市と自然の循環を
　つなぐ田園文化地域

②都市と自然の循環を
　つなぐ田園文化地域

③道央都市圏の拠点を
　つなぐ田園生活・交流圏

③道央都市圏の拠点を
　つなぐ田園生活・交流圏

①マオイの自然史・開拓史
　を伝えるエコミュージアム

①マオイの自然史・開拓史
　を伝えるエコミュージアム

【２】
マオイ地域の
まちづくり戦略

①マオイの自然・風土遺産
　の発信

①マオイの自然・風土遺産
　の発信

⑤マオイの新たな担い手
　の移住促進

⑤マオイの新たな担い手
　の移住促進

③ロングステイ・ツーリズム
　の展開

③ロングステイ・ツーリズム
　の展開

②マオイ・ライフの熟成②マオイ・ライフの熟成

④地域内発型ビジネスの
　創出

④地域内発型ビジネスの
　創出

【３】
アクション
プログラム

①マオイ・オープンカレッジ
　の継続・展開

①マオイ・オープンカレッジ
　の継続・展開

②オープンカレッジによる
　「民」プロジェクトの創出

②オープンカレッジによる
　「民」プロジェクトの創出

③多様な「民」の連携を
　推進する人材の育成

③多様な「民」の連携を
　推進する人材の育成
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「マ
オ
イ
」は
ア
イ
ヌ
語
で
「ハ
マ
ナ
ス
の
多
い
と
こ
ろ
」

自然・風土の特徴

【１】　南々空知地域のコンセプト　　①「マオイ」の自然史・開拓史を伝えるエコミュージアム

・約3,000年前、平地の大部分は海で、
マオイ丘陵は海に浮かぶ島だった

・当時は、海辺にハマナスが群生し、
「マオイ」と呼ばれる場所となった

・マオイ丘陵やハマナスは、地域固
有の自然・風土の歴史を伝える証で
ある

・北海道南西部と北東部の植生の境
界線で、両方の植生が混在している

・平地は標高が低く、真っ平な地形で、
昔は沼が数多く存在した

・明治20年代以降、夕張川沿岸を起
点として移住者が馬追原野の開拓に
着手した

・馬追運河は泥炭地開拓、地域開発
の歴史を伝える近代化遺産である
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【１】　南々空知地域のコンセプト　　②都市と自然の循環をつなぐ田園文化地域

長沼町

南幌町

由仁町

栗山町

札幌

江別

岩見沢

新千歳
空港

苫小牧

都市エリア
（道央都市圏）

共生エリア
（田園文化地域）

自然エリア
（中山間・森林地域）

夕張

経済の循環・ネットワーク

自然の循環・ネットワーク
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中山間地域 田園地域 都市地域森林地域

森林環境の荒廃化
(林業の衰退)

（森林管理の劣化）
（森林の担い手の不在）
（森林の循環性の低下）

etc

集落機能の衰退化
（伝統的農業の衰退）
（人口流出・高齢化）
（景観・環境の劣化）
（集落の自治力の低下）

etc

食料自給力の低下
（輸入農産物との競争激化）

(農産物価格の低迷)
（専業農家の収益力低下）
（農地の遊休化・都市化）

etc

安全安心の低下
(環境負荷の増大)

（心身の健康への不安）
（災害・犯罪への不安）
（豊かさへの疑問）

etc

【参考】　広域連携による都市・地域再生のとらえ方

（ネイチャーエリア） （グリーンライフエリア） （ルーラルエリア） （アーバンエリア）

z　森林地域、中山間地域、田園地域、都市地域では、それぞれ地域経営上の問題を抱えているが、各地域が連携して解決を図る取組みが
　　弱く、自然と経済の循環・ネットワークが分断されており、現在のまま放置すれば、各々の問題が先鋭化する可能性がある。

z　分断された自然と経済の循環・ネットワークを再生し、各々の地域が抱える問題を解決するためには、地域間の連携・協調による地域経営
　　政策の展開が不可欠であり、各地域の多様な主体が横断的に参加する広域連携のプラットフォームづくりが必要である。

自然の循環　ネットワーク

経済の循環　ネットワーク
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【１】　南々空知地域のコンセプト　　③道央都市圏の拠点をつなぐ田園生活・交流圏

長沼町

南幌町

由仁町

栗山町

札幌

江別

岩見沢

新千歳
空港

苫小牧

都市エリア
（道央都市圏）

自然エリア
（中山間・森林地域）

夕張
帯広

高速道路（道央自動車道）

広域幹線道路（国道） 地域循環ネットワーク道路
（自動車・公共交通・自転車・etc）

地域資源アクセス道路
（フットパス・トレッキング・etc）

広域連携道路

ＪＲ室蘭本線

田園生活・交流圏

国内・海外
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都市-田園-中山間-森林地域の一体的連携　（長岡市）

【参考】　農山村地域と都市地域との連携モデル

中山間地域 田園地域 都市地域森林地域

自然の循環・ネットワーク

経済の循環・ネットワーク

中山間・田園地域
の自治体連携

都市
地域

都市
地域

都市
地域

都市
地域

中山間・田園地域の広域連携　（阿蘇地域）

中山間
地域

中山間
地域

中山間
地域

中山間
地域

都市
地域

都市
地域

都市
地域

都市
地域

「日本で最も美しい村連合」による地域連携　（美瑛町）

都市
地域

都市
地域

都市
地域

都市
地域

中山間
地域

地域起業戦略による都市圏との連携　（上勝町）

日本で最も
美しい村連合
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具体的取組み自然・風土の特徴

【２】　マオイ地域のまちづくり戦略　　①「マオイ」の自然・風土遺産の発信

「マ
オ
イ
」は
ア
イ
ヌ
語
で
「ハ
マ
ナ
ス
の
多
い
と
こ
ろ
」

マ
オ
イ
に
し
か
な
い
風
土
遺
産
の
活
用
・発
信

マオイ・アカデミーの開設

～地域学の普及、価値観の共有化

マオイ・アカデミーの開設

～地域学の普及、価値観の共有化

・約3,000年前、平地の大部分は海で、
　マオイ丘陵は海に浮かぶ島だった

・当時は、海辺にハマナスが群生し、
「マオイ」と呼ばれる場所となった

・マオイ丘陵やハマナスは、地域固有
の自然・風土の歴史を伝える証である

・北海道南西部と北東部の植生の境
界線で、両方の植生が混在している

・平地は標高が低く、真っ平な地形で、
昔は沼が数多く存在した

・明治20年代以降、夕張川沿岸を起点
に移住者が馬追原野の開拓に着手

・馬追運河は泥炭地開拓、地域開発
の歴史を伝える近代化遺産である

田園フットパスの形成

～地域の文化資源をつなぐ仕掛け

田園フットパスの形成

～地域の文化資源をつなぐ仕掛け

地域遺産のプロモーション

～地域の特色、個性、イメージの発信

地域遺産のプロモーション

～地域の特色、個性、イメージの発信

馬追運河の再生・活用

～自然史・開拓史を体験する仕掛け

馬追運河の再生・活用

～自然史・開拓史を体験する仕掛け
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具体的取組みスローライフの要素

【２】　マオイ地域のまちづくり戦略　　②マオイ・ライフの熟成

マ
オ
イ
地
域
の
「ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」の
探
求
・発
見

マ
オ
イ
な
ら
で
は
の
暮
ら
し
（マ
オ
イ
・
ラ
イ
フ
）の
熟
成

テーマコミュニティの形成

～新旧住民の交流・連携の拡大

テーマコミュニティの形成

～新旧住民の交流・連携の拡大

歩行文化

次世代育成の仕組みづくり

～地域文化教育、生涯学習の充実

次世代育成の仕組みづくり

～地域文化教育、生涯学習の充実

マオイライフのデザイン

～マオイらしい暮らし方の再発見

マオイライフのデザイン

～マオイらしい暮らし方の再発見

農業文化・食文化の発信

～地産地消、農村料理、地場食品

農業文化・食文化の発信

～地産地消、農村料理、地場食品

和服文化

地産地消・伝統食文化

長寿命住宅

循環型農林業

健康長寿

生涯学習

スローツーリズム
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具体的取組み観光から「感幸」への潮流

【２】　マオイ地域のまちづくり戦略　　（３）ロングステイ・ツーリズムの展開

マ
オ
イ
地
域
で
の
「ス
ロ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

マ
オ
イ
文
化
を
体
感
で
き
る
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開

マオイ・ツーリズムの展開

～４町連携・協同体制の構築

マオイ・ツーリズムの展開

～４町連携・協同体制の構築

小単位の個人旅行が主流

個人旅行市場の開拓

～受入態勢強化、マーケティング

個人旅行市場の開拓

～受入態勢強化、マーケティング

民主体の事業組織の形成

～エリアツーリズムエージェンシー等

民主体の事業組織の形成

～エリアツーリズムエージェンシー等

文化資源のネットワーク

～自然・風土・景観・農業・食文化等

文化資源のネットワーク

～自然・風土・景観・農業・食文化等

参加体験・自己実現ニーズ

周遊型から滞在型へシフト

自然環境・景観が重要

地域の文化資本が決め手

感動と幸福がキーワード
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具体的取組み

【２】　マオイ地域のまちづくり戦略　　④地域内発型ビジネスの創出

マ
オ
イ
地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
る
「
新
し
い
生
業
」
づ
く
り

地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
活
用
し
た
地
域
内
発
型
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出

起業支援センターの形成

～起業者の相談・支援の総合窓口

起業支援センターの形成

～起業者の相談・支援の総合窓口

地域ブランドの形成・発信

コミュニティビジネスの促進

～女性・高齢者等の取組み支援

コミュニティビジネスの促進

～女性・高齢者等の取組み支援

起業ファンドの形成

～起業者への投資と経営技術支援

起業ファンドの形成

～起業者への投資と経営技術支援

起業者サロンの運営

～起業者向けの交流会、セミナー等

起業者サロンの運営

～起業者向けの交流会、セミナー等

マオイ・ライフの発信

農業文化・食文化の発信

マオイ・ツーリズムの発信

都市・消費者との連携

マーケティング能力の強化

マオイの自然・風土の発信
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具体的取組み

【２】　マオイ地域のまちづくり戦略　　⑤マオイの新たな担い手の移住促進

持
続
可
能
な
地
域
を
支
え
る
新
た
な
担
い
手
の
育
成

地
域
の
新
た
な
担
い
手
を
迎
え
る
移
住
促
進
事
業
の
展
開

移住支援センターの形成

～移住希望者の相談・支援窓口

移住支援センターの形成

～移住希望者の相談・支援窓口

田園居住への潮流

マオイライフセミナーの開催

～地域の歴史・風土・文化等の学習

マオイライフセミナーの開催

～地域の歴史・風土・文化等の学習

田園居住コーディネート

～土地・住宅・建築等のサポート

田園居住コーディネート

～土地・住宅・建築等のサポート

移住体験ツアーの実施

～長期滞在型・リピート型ツアー

移住体験ツアーの実施

～長期滞在型・リピート型ツアー

健康・安全・環境志向の高まり

心の豊かさを重視する価値観

ゆとり・安らぎ・癒しへのニーズ

自分らしいライフスタイル探し

農業や田舎暮らしへの憧れ

都市の暮らしへの不安と不満

子供を育てる環境の模索
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新たな担い手移住促進

地域内発型ビジネス創出

ロングステイツーリズム展開

マオイ・ライフ熟成

自然・風土遺産発信

「民」の力を引き出す「マオイ・オープンカレッジ（仮称）」の継続・展開

【３】　アクションプログラム　　①マオイ・オープンカレッジの継続・展開

地元自治体
（４町）

プロジェクト展開

地元
住民

農業者

地元
事業者

地域に根ざした「民」の
連携ネットワークづくり

マオイ・オープンカレッジ

移住者
リピーター

パートナー
企業

起業者
新たな担い手となる「民」の
連携ネ ットワークづくり

大学
（都市・観光）

関係機関
（国・道）

専門家
（ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ)

「民」の取組みを支える
連携ネットワークづくり
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etc

びえい農観学園

北海道遺産

シーニックバイウェイ

マオイ・オープンカレッジ

【参考】　北海道の観光・景観戦略を推進する仕組みのイメージ

農林
水産省

国土
交通省

都市再
生本部

地域の観光・景観戦略
を支援する関係省庁の
連携ネットワーク

北海道大学観光学高等研究センター
（プラットフォーム）

民間
企業

北海道

市町村

地域の観光・景観戦略
を支援する公共団体等
の連携ネットワーク

推進機構の展開

環境省

公益
団体

北海道観光・景観戦略推進機構

地
域
カ
レ
ッ
ジ
開
設
（専
科
）

地
域
ツ
ー
リ
ズ
ム
展
開
（Ａ
Ｔ
Ａ
）

ローカル
ツーリズム
ビジネス

地域ブランド
形成・発信

景観・環境の
マネジメント

地域経営を
担う人材の
育成
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「マオイ・オープン大学」の活動を通して「民」主体のプロジェクトを創出・展開

【３】　アクションプログラム　　②オープンカレッジによる「民」プロジェクトの創出

マ オ イ 学社
会
・
文
化
資
本
の
蓄
積

風 土 遺 産

景 観 ・ 環 境

「民
」の
活
力
で
地
域
の
文
化
と
経
営
を
担
う
土
壌
づ
く
り

○４町連携による「ロングステイ・ツーリズム」の企画開発・事業化

○エリア・ツーリズム・エージェンシ（ＡＴＡ）の創設　etc

地
域
の
経
営
力
の
向
上

ツ ー リ ズ ム

広 報

起 業 支 援

○「マオイ」の地域ブランド化をねらった広報戦略の展開（マスメディア等）

○「マオイ」の風土・文化・暮らし・起業等を発信するポータルサイトの開設

○起業支援センターの開設（起業の総合相談窓口、起業サロン開設等）

○地域起業ファンドの創設（地域金融機関と連携、経営指導・支援等）

○マオイ地域の自然・風土・開拓の歴史を研究・学習する講座・実習

○マオイ地域の農業文化・暮らし文化を再発見する講座・実習　etc

○古代から現代までの「マオイ物語」の制作（副読本、絵本、広報誌等）

○馬追運河の再生と活用（水辺の復活、ナローボートの運行等）　etc

○マオイ丘陵の景観・環境を守り育てるための住民活動の推進

○道路沿線、市街地の景観を改善するためのデザインルールの制定　etc

農業・食文化
○地産地消、地場料理、地場産業等のテーマ・コミュニティの推進

○マオイの農業文化・食文化・景観を楽しめるフットパスの形成　etc

移 住 支 援
○移住支援センターの開設（移住の総合相談窓口、移住体験ツアー実施等）

○移住支援ビジネスの促進（土地・建物仲介、設計・施工、デザイン等）

15

多様な「民」の連携ネットワークを推進するコーディネーター（都市・地域再生マネージャー）が不可欠

【３】　アクションプログラム　　③多様な「民」の連携を推進する人材の育成

地元
住民

農業者

地元
事業者

移住者
リピーター

パートナー

企業

起業者新たな担い手となる「民」
の連携ネットワークづくり

交 流 ・ 連 携
ネ ッ ト ワ ー ク
の 仕 掛 け

参 加 ・ 協 働
プ ロ ジ ェ ク ト
の 起 ち 上 げ

地域に根ざ した 「民 」
の連携ネットワークづくり

コーディ
ネーター
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【参考】　「多様な主体の連携マネジメント」のイメージ

多様な主体の連携マネジメント機関
（マオイまちづくり機構）

都市住民・NPO等

・食の安全安心への関心
・環境、健康、教育への関心
・グリーンライフへの関心
・心の豊かさへのニーズ

会 員 登 録
参 加 ・ 協 力

企業・経済団体等

・企業の信頼性の向上
・食の安全、安心のアピール
・環境、景観保全への貢献
・ブランドイメージの確立

広報プロモーション
サ ポ ー タ ー 募 集

活 動 支 援
資 金 協 力

顧
客
へ
の
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
発
信

企
業
に
対
す
る
信
頼
感
の
向
上

地元農林業・農協等

・クリーン農業の推進
・農産物のブランド確立
・消費者との産直の拡大
・食品加工、開発の推進

地域ブランド化
ネットワーク形成

安 全 安 心
付加価値向上

地元観光業・商業等

・グリーンツーリズムの展開
・地産地消（市場）の展開
・食観光、加工品の開発
・ルーラルビジネスの創出

美
し
い
田
園
景
観
の
維
持

農
林
業
の
活
性
化
の
支
援

「豊かな田園文化とスローライフのまちづくり」への理解・参加・協力

「マオイ・ツーリズム」＆「マオイ・ライフ」の発信・提供

「マオイ・ブランド」を活用した事業の企画・展開

人 材 育 成
起 業 支 援

農 業 と の連携
地域資源の活用

美しい田園環境の形成と維持
（新しい社会資本の形成）

広報プロモーション
サ ポ ー タ ー募集

「豊かな田園文化とスローライフのまちづくり」への理解・参加・支援

新しい暮らしと生業の創出
（新しい社会市場の形成）


